
デジタル田園都市国家構想総合戦略の全体像

総合戦略の基本的な考え方

●社会情勢が大きく変化している中、デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化
⇒「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す

●東京圏への過度な一極集中の是正や多極化を図る
⇒地方に住み働きながら、都会に匹敵する情報やサービスを利用できるようにすることで、地方から全国へとボトムアップの
成長につなげる

●デジタル技術の活用は「実証」の段階から「実装」の段階へ
⇒各府省庁の施策の推進、デジタル田園都市国家構想交付金の活用等で各地域の優良事例の横展開を加速化

●これまでの地方創生の取組も、蓄積された成果や知見に基づき、改善を加えながら推進していくことが重要

総合戦略のポイント

●まち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に改訂、2023年度から2027年度までの新たな総合戦略を策定。

●地方は地域それぞれが抱える社会課題等を踏まえ、地域の個性や魅力を生かした地域ビジョンを再構築し、地方版総合戦略を
改訂。その地域ビジョン実現に向け、国は必要な施策間の連携をこれまで以上に強化するとともに、デジタルの力も活用した
地域間連携の在り方や推進策を提示。

※内閣官房デジタル⽥園都市国家構想実現会議事務局作成 総合戦略概要資料より抜粋

資料５
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地方版総合戦略改訂の手引き ※デジ田総合戦略で追加されたポイント

①施策間連携・地域間連携の重要性

②デジタル関連の外部有識者の参画

③デジタル担当部局との連携の重要性

④地方版総合戦略の名称（例示）

⑤これまでの地方創生の取組との関係

⑥地域ビジョン

⑦デジタル技術を活用した特徴的事例（例示）

●施策間連携…複数の施策を相互に関連付けて実施することで効果的な課題解決を図る。
●地域間連携…社会課題や目指す地域ビジョンが共通する複数の地方公共団体が連携して課題解決に取り組むことが重要

・住民・産官学金労言士等の参画と推進組織（産業界・関係行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア・士業）
に加え、デジタル分野に精通する団体・有識者等に参画を求め、デジタル関連の施策を実効的なものにする

・策定、改訂、実施にあたっては、地方創生担当部局とデジタル担当部局をはじめ、庁内各部局が連携して総合的に対応
し、地域の個性を生かしながらデジタルの力によって地方創生を加速化・深化させる

例）○○市デジタル田園都市国家構想総合戦略
○○市デジタル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創生総合戦略

・様々な地域活性化につながった事例を踏まえ、今後はデジタルの力を活用して継承・発展させていくことが肝要
・全国で蓄積された成果や知見に基づき、改善を加えながら推進していくことが重要

・地域が抱える社会課題の解決を図るため、地域ビジョンを再構築した上で、地方版総合戦略を改訂するよう努め、具体
的な地方活性化の取組を果敢に推進することが重要

・地域の個性や魅力を生かした地域ビジョンを記載することに努めること

・想定されるKPI…ICTを導入した養殖業経営体数、ワーケーション対応宿泊施設数、オンライン診療導入医療機関数など
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